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宇宙輸送を取り巻く環境及び
宇宙技術戦略（宇宙輸送）のローリングについて
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資料３－１



日本成長戦略会議の状況について
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日本成長戦略会議
17分野WGと横串WG

日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2025.12.24）資料より
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日本成長戦略会議
航空・宇宙WG

日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2025.12.24）資料より
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日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2026.1.22）資料より



日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2026.1.22）資料より
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日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2026.1.22）資料より



日本成長戦略会議 航空・宇宙WG（2026.1.22）資料より
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宇宙技術戦略のローリングについて



宇宙技術戦略のローリングの進め方
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宇宙技術戦略については、関係省庁・機関が今後の予算要求、執行において本戦略を参照していく
ことを念頭に、ローリング*を通じ、個別技術分野に係る国内の英知を結集し、戦略的議論を深めてい
く方針としている。（第119回 宇宙政策委員会）

*）継続的に最新動向等を踏まえた改訂を行うこととしており、昨年第1回目の改訂を行ったところ、今年
度についても、ローリングを実施する。

● ローリングのスケジュール
～12月 関係省庁・機関等へヒアリングを実施
２月５日(本日) 宇宙輸送小委員会にて、宇宙輸送分野の宇宙技術戦略改訂案を議論
２月～３月 宇宙政策委員会を開催し、全体についての宇宙技術戦略改訂案を議論
～３月末 改訂版の宇宙技術戦略を策定
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宇宙輸送～重要技術の評価軸～
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2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

：米国 ：中国
：ロシア
：フランス
：インド
：日本
：その他

：米国の内、SpaceX
(Falcon 9等)

米国

米国の内、
SpaceX
（Falcon9等）

中国

ロシア
フランス
インド
日本

92 85 82 85

112 (133)

(96)

(61)

(31)
(26)

(13)
(21)

(18)

(165)

97 105

136

178

211

253

316

(6) (6) (8)

※内閣府宇宙開発戦略推進事務局の調べ（軌道投入用ロケットの打上げ成功のみカウント）

ロケット打上げ数の推移



※JAXA情報及び報道発表資料に基づき内閣府が作成。打上げ数の中に打上げ失敗と軌道投入失敗は含んでいない。

過去10年間の人工衛星等の打上げ数の推移
 2025年に軌道上に打ち上げられた人工衛星等の機数は4,517機。過去10年間で約20倍に増加。
増加の中心を占めるのは米国であり、そのうちStarlinkは2019年～2025年の7年間で10,677機を
打上げ。
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人工衛星等の打上げ数の推移（2016年-2025年）
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国内外の主要なロケット

2025年5月時点の各社公表情報及び報道を元に内閣府が作成。打上げ能力は代表値を掲載。
画像出典は各社HP、How Chang Zheng 9 arrived at the "Starship-like" design - NASASpaceFlight.com

静止遷移軌道
6.5トン以上

輸送能力
（目安） 低軌道へ数百キロ～2トン程度 低軌道へ10トン程度以上

静止遷移軌道※へ5トン程度以上
低軌道へ70トン程度以上
月以遠への大量輸送

超大型ロケット小型ロケット

 低軌道への小型衛星の輸送が主目的
 米、中、日、欧を中心に、民間企業に
よるロケット開発が活発化

大型ロケット

 大型衛星や衛星コンステレーション
構築向けの輸送が主目的

 米、中、露、日、欧が自国の大型ロ
ケットを開発・運用中

 月以遠への大量輸送が主目的
 月面・月近傍拠点の建設を目指
す米、中がロケットを開発中

主な
特徴

分類 中型ロケット

低軌道へ
2トン程度以上

中型衛星や
複数の小型衛星
の輸送が主目的

低軌道
22.8トン

低軌道
1.4トン以上

低軌道
150トン低軌道

0.3トン
低軌道
8.3トン

低軌道
24.6トン

低軌道
21.6トン

低軌道
45トン

低軌道
3.3トン

100m

75m

50m

25m

125m

※静止遷移軌道： 人工衛星を静止軌道に投入するための軌道

低軌道
13トン

低軌道
3.8トン

低軌道
11.5トン
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https://www.nasaspaceflight.com/2023/04/cz-9-update/
https://www.nasaspaceflight.com/2023/04/cz-9-update/
https://www.nasaspaceflight.com/2023/04/cz-9-update/
https://www.nasaspaceflight.com/2023/04/cz-9-update/
https://www.nasaspaceflight.com/2023/04/cz-9-update/


①スペースワン ②インターステラテクノロジズ ⑥PDエアロスぺ―ス⑤スペースウォーカー ⑦AstroX④将来宇宙輸送システム③本田技術研究所

No. 企業名（設立年、従業員数、主要株主等） ロケット名称 打上げ能力 実用化予定年 射場 その他

1 スペースワン（2018年）
（従業員数：不開示、代表取締役社長：豊
田正和、キヤノン電子、IHIエアロスペース、
清水建設等）

カイロス
(現行型)

150kg
(太陽同期軌道) 初号機及び２

号機を2024年
に打上げ実施

和歌山県
串本町

• 2024年3月に初号機、12月に２号機の打上げを実施
• 2026年2月25日予定の3号機打上にむけて準備中
• 自社保有のロケット発射場からの打上げを行うカイロス

(増強型)
250kg

(太陽同期軌道)

2 インターステラテクノロジズ（2013年）
（306名(業務委託・派遣含む)、代表取締役
CEO：稲川貴大、ウーブン・バイ・トヨタ、丸紅、
NTTドコモ、SBIグループ、三井住友銀行等）

MOMO 30kg (弾道飛行) 2017年～

北海道大樹町

• 観測ロケット。7機の打上げ実績を有する

ZERO ～1000kg  (低軌道) 2026年度以降 • 小型衛星打上げ用ロケット。初号機打ち上げに向けて開発中。

DECA 10トン  (低軌道) 2030年代 • 再使用型ロケット（構想段階）

3 本田技術研究所
未定

サブオービタル
軌道への到達

2029年 未定
我が国の民間企業としては初となる再使用型ロケットの離着陸実験
に成功。 (於：北海道大樹町）

4 将来宇宙輸送システム（2022年）
（114名、代表取締役：畑田康二郎、イン
キュベイトファンド等）

ASCA 1* 100kg級(低軌道) 2027年以降

北海道大樹町
（検討中）

• 再使用型ロケット。エンジンは荏原製作所やSUIHO SPACE 
INNOVATIONS等と連携して国内開発。

• 2030年代早期に有人宇宙輸送を目指す
*ASCA 1：アスカ・ワン

ASCA 2 有人輸送 2030年代早期

ASCA 3
有人輸送

（搭乗者50名）
2040年

5 スペースウォーカー（2017年）
（30名、代表取締役CEO：増田和也、リアライズ
グループ、JAXA、JALUX ※JALグループ等）
（東京理科大発スタートアップ）

NagaTomo
有人輸送

(搭乗者8名)
2030年代

北海道大樹町
（検討中）

• 再使用型スペースプレーン（サブオービタル、高度120km）による
宇宙旅行の実現

未定 未定 2040年代 未定 • 高速二地点間輸送(オービタル)を目指す

6 PDエアロスペース（2007年）
（16名、代表取締役CEO：緒川修治、ANA、
HIS、豊田通商等）

PDAS-X07 100kg (弾道飛行) 2027年

沖縄県
下地島空港

• 2023年に無人中型固定翼機の飛行実証を実施
• 2024年にジェット/ロケット切替エンジンの作動実証を達成

PDAS-X09 ～300kg (低軌道) 2031年
• 2030年代にスペースプレーン(単段式有翼宇宙往還機)による無

人および有人宇宙輸送を目指すペガサス
有人輸送

(搭乗者8名)
2030年代

7 AstroX（2022年）
（40名 (業務委託・派遣含む)、代表取締
役CEO：小田翔武、ALPHA、ICJ、三菱
UFJキャピタル、ニッセイキャピタル等）

FOX 10kg (弾道飛行) 2026年度
福島県

南相馬市や
洋上打上げ

• Rockoon方式によるハイブリッドロケット打上げを計画
• 2026年度にサブオービタル飛行、2029年度に人工衛星の軌道投

入を行い、2030年代前半に高頻度打上げ (年間50回) を目指すAstroX Orbital
～100kg
(低軌道)

2029年度

我が国における民間ロケットのラインナップ（2026年1月時点、 順不同）
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ロケット打上げスケジュール（宇宙基本計画工程表（令和7年12月）より抜粋）
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国内外における再使用型ロケットの開発動向

17

 打上げの高頻度化やコスト低減等を目指す再使用型ロケットについて、先行する米国のSpaceXのみならず、国内
外で取り組みが進展している。

 HONDAの製品開発を通じて培った燃焼技術
や制御技術などのコア技術を生かし再使用型ロ
ケットの研究開発に取り組む。

 我が国の民間企業としては初となる再使用型ロ
ケットの離着陸実験に成功。

 2029年にサブオービタル軌道への到達を目指
す。

©本田技術研究所

再使用型ロケットの離着陸実験（北海道大樹町）
実験機（全長6.3m, 直径85cm,乾燥重量 

900kg）による高度300mまでの離着陸実験に成功。

株式会社本田技術研究所宇宙航空研究開発機構(JAXA)

 再使用型輸送システムに共通的に必要となる
技術のうち、システムレベルのキー技術について、
2段階の飛行実験（RV-X、CALLISTO）
により、データ蓄積と技術成熟度の向上を目
指すとともに、再使用による経済的な効果を評
価する計画を進めている。

 「革新的将来輸送システムロードマップ」では、
RV-X/CALLISTOは次期基幹ロケット実現に
向け、低コスト化実現の重要な技術開発と位
置付けられている。

（文部科学省第97回宇宙開発利用部会資料より）



国内外における再使用型ロケットの開発動向
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環境認識に係る主な変更(再使用型ロケット)

• 海外動向について、米国SpaceXの取り組み状況に加え、米国Blue Origin、中国LandSpace
等の動向を追記。

• 国内動向について、JAXAによるCALLISTOの取り組みに加え、RV-Xの動向と、本田技術研究所
の動向を追記。

米国 SpaceX社 米国 Blue Origin社 中国 LandSpace社

 2013年に世界で初めてロケット
第1段の再使用を実用化

 Falcon9は2025年末までに
計534回の第1段着陸を実施し
ている。

 サブオービタルロケットであるNew 
Shepardで37回の第１段着
陸実績あり。

 大型ロケットであるNew Glenn 
でも2回目の打上げ(2025年
11月)で第1段着陸に初成功。

 大型の再使用ロケットである朱
雀3号が2025年12月の初打ち
上げで衛星の軌道投入に成功
したものの、第1段着陸は失敗。

 2024年に実験機による高度
10kmの垂直離着陸は成功済。

©SpaceX ©Blue Origin ©LandSpace



国内外におけるハイブリッドロケットの開発動向
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一般的なハイブリッドロケットの構成

AstroX株式会社 株式会社ミヨルニア・スペースワークス

 ハイブリッドロケットエンジンや無溶接タンクの
開発・量産に取り組む2020年に北海道・札
幌で設立されたスタートアップ。

 2024年11月及び2025年3月に40kN級エ
ンジンの地上燃焼試験を実施。

 ロックーン方式によるハイブリッドロケット打上げ
を計画。

 2026年度にサブオービタル飛行、2029年度
に人工衛星の軌道投入を行い、2030年代
前半に高頻度打上げ (年間50回) を目指
す。  宇宙戦略基金（第二

期）で「超軽量気蓄器
のシステム設計技術の
構築および製造プロセス
の開発」が採択された。

 2024年11月
に高度10 km
級のハイブリッド
ロケットの発射
実験に成功。

 一般にハイブリッドロケットとは、液体の酸化剤と、固体の燃料を用いるロケット
である。固体・液体ロケットと比較して安全性に優れると言われ、近年では国
内外のスタートアップ企業による事業化に向けた研究開発が進展している。

 固体ロケットと比較して、燃焼の停止、再点火および推力制御が可能というメ
リットを有し、液体ロケットと比較して、構造が簡単になり製造コストを抑えられ
るメリットを有するとされているが、未だ衛星の軌道投入実績はない。

©AstroX ©ミヨルニア・スペースワークス

（JAXAウェブサイトより）



国内外におけるハイブリッドロケットの開発動向
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環境認識に係る主な変更(ハイブリッドロケット)

• ハイブリッドエンジンを用いたロケットの事業化を目指す国内外のスタートアップ企業の動向について追
記。

豪州 Gilmour Space Technologies社 韓国 INNOSPACE社

 2025年7月にハイブリッドロケットエンジンを使用
した軌道投入用小型ロケット(Eris)の試験打
上げを実施したが失敗。
飛行時間は約14秒
であった。

 2026年の打上げ再
開を目指す。

 2026年1月に連邦
政府の国家復興基
金(NRF)が主導す
るシリーズEラウンドに
おいて145M米ドル
の資金調達を発表。

©Gilmour Space Technologies

 2025年12月にブラジルのアルカンタラ宇宙セン
ターから、ハイブリッドロケットエンジンを使用した
軌道投入用小型ロケット(HANBIT-Nano)で
初の商業打上げを実施したが失敗。飛行時間
はおよそ30秒であった。

©INNOSPACE



宇宙開発戦略推進事務局
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